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老
人
医
療
費
不

足
分
な
ど
補
正

ム
宮

A
7
年
度
一
般
会
計
に
A
7
同
六
千
卜
七

万
円
が
補
正
さ
れ
、
当
予
算
会
計
総
額

は
一
一
卜
一
ム
億
九
千
三
百
六
十
一
万
四
千

円
と
な
り
ま
し
た
ハ

A
7
凶
補
正
さ
れ
た
子
算
の
お
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

総
務
費
役
場
庁
舎
の
修
繕
費
に
-

千
二
百
万
円
u

財
政
調
整
基
金
積
し
民
全

に
一
一
千
万
円
c

漁
業
セ
ン
サ
ス
ほ
か
統

計
調
査
費
に
二
十
万
円
c

自
衛
隊
父
児

会
長
浜
支
部
補
助
に
五
万
刊
。

民
生
費
老
人
医
療
費
不
足
分
八
百

七
十
八
万
八
千
円
。
一
般

V
Y
S
活
動

推
進
補
助
に
-
一
十
五
万
円
c

児
童
捨
置

委
託
料
(
乳
児
特
別
対
策
費
加
算
八
刀
)

に
四
百
四
十
七
万
三
千
円
。

農
林
水
産
業
費
水
日
裏
飼
料
作
物

生
産
奨
励
補
助
に
六
十
一
一
万
九
千
円
c

水
田
利
用
一
再
編
推
進
特
別
交
付
金
一
白
(
一

十
万
一
千
円
。
沖
浦
団
体
蛍
農
道
一
一
期

一←一一--四議

昭
和
五
十
一
一
年
長
浜
町
議
会
の
第
四
回
定
例
会
が
去
る
卜
二
月
十
九
日
と

一
-
ト
日
の
一
一
日
聞
の
会
期
で
聞
か
れ
、
一
般
質
問
に
次
い
で
昭
和
五
十
二
年

度
決
算
、
今
年
度
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
町
提
山
の
十
七
議
案
が
上
程
審
議

さ
れ
て
原
案
通
り
可
決
、
陳
情
文
書
な
ど
五
つ
の
報
告
案
件
が
受
理
採
択
き

れ
ま
し
た
。

可
決
お
よ
び
受
理
採
択
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
お
も
な
も
の
の
内
容
は
次
の

通
り
。

補正予算窓どり議案を可決
町議会第4'固定例会£ゴ

工
事
事
業
費
の
追
加
補
助
に
八
ト

万
八
千
円
。
猪
ノ
尾
農
道
(
穂
積
)
、

出
海
口
石
農
道
、
且
一
旦
茂
郷
農
道
、
常
心
小

曲
長
道
(
櫛
生
)
、
の
各
改
良
事
業
費
。
シ

イ
タ
ケ
生
産
施
設
繋
備
事
業
補
助
に
百

三
十
七
万
七
千
円
。
漁
港
建
設
費
の
不

用
額
を
減
額
。

土
木
費
落
札
額
と
の
調
整
に
よ
る

公
常
住
宅
建
設
費
の
不
同
額
を
減
額
。

消
防
費
今
坊
浜
地
区
へ
の
一
一
十
立

方

υ級
防
火
水
そ
う
一
基
設
備
工
事
請

負
費
。こ
の
ほ
か
全
般
的
な
も
の
と
し
て
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
町
職
員
の
給
与

改
定
に
と
も
な
う
人
件
費
に
一
千
五
百

内
卜
万
九
千
川
c

公
有
水
面
埋
め
立
て

異
議
の
な
い
旨
を
答
申

沖
浦
の
白
木

1
駄
馬

国
道
二
一
七
八
分
線
改
良
工
事
に
と
も

な
い
大
字
沖
浦
字
白
木
か
ら
同
所
{
子
駄

場
ま
で
の
未
改
良
道
路
区
域
地
先
九
千

五
百
七
十
八
・
六
二
平
方
ド
を
埋
め
立

て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
知
事
か
ら
意

見
を
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
町
長
は
、

こ
の
埋
め
立
て
は
適
正
な
も
の
で
あ
り
、

異
議
の
な
い
旨
を
答
申
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

町

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

を

一

部

改

正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員
の
給
与

改
定
に
基
づ
い
て
、
長
浜
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
き
れ
、

給
与
を
平
均
で
し
ハ

Mm
引
き
上
げ
、
五
十

三
年
四
月
一
円
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
文
書
一
件

を

受

理

採

択

下
須
戒
の
前
奥
部
落
区
長
・
白
石
平

八
き
ん
と
同
前
奥
部
落
館
館
長
・
一
山
日

文
男
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
前

奥
集
会
所
建
設
な
ら
び
に
建
設
に
と
も

な
う
地
一
江
色
円
相
一
金
軽
減
方
に
つ
い
て
」
、

長
浜
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
会
長
・
小

川
儀
今
二
郎
さ
ん
か
ら
提
出
き
れ
て
い
た

「
心
身
障
害
者
福
祉
年
金
条
例
制
定
に

つ
い
て
」
の
各
陳
情
文
書
は
い
ず
れ
も

受
理
採
択
、
理
事
者
に
送
付
し
て
、
主
旨

に
添
う
よ
う
誇
処
方
を
求

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

始まった埋め立て工事(2月11日現在)

がにわ会
補とれ計マ
正も、予各

さな田T算特
れう職 l二月IJ
ま人員も会
しf牛給補言i
た費与正や
。な改が事
ど定行業

そ
の
ほ
か
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い

あ

す

へ

え

の

心

月

と

で

ん

な

、

は

ね

と

、

ま

業

見

た

、

の

o

庭

な

、

が

話

す

の

タ

月

く

い

作

に

が

ど

も

う

家

し

で

う

な

で

ー
も
出
品
γ
L
る

早

ま

農

白

人

な

つ

よ

ご

少

ち

ょ

刻

の

¥

遺

伝

佐

知

問

翻

げ

が

し

る

が

さ

職

い

し

つ

う

持

し

深

も

「
盟
鴻
i
不

必

口

逃

の

で

ま

の

子

就

、

で

も

も

気

で

は

い

/

E

¥

1

〈

に

つ

つ

始

る

お

、

て

月

を

、

う

臼

で

た

俗

た

い

く

な

、

業

つ

る

ん

を

思

毎

前

き

、

の

で

な

く

も

卒

な

れ

さ

度

と

い

の

項

リ

は

日

ぎ

も

し

で

、

重

疲

子

制

い

な

人

て

い

月

、

過

間

忙

庭

ら

が

の

わ

験

た

か

き

し

£

う

い

に

、

、

家

か

び

気

る

受

り

つ

千

に

十

い

ら

間

は

ど

。

ご

学

こ

た

す

の

や

ち

お

う

し

と

く

う

で

な

す

の

進

ろ

っ

リ

字

ま

で

落

く

よ

月

る

い

家

備

ま

般

、

よ

違

進

い

し

も

べ

る

2
れ

と

農

準

き

一

級

と

は

に

、

か

と

る

け

わ

つ

の

で

進

配

と

く

は

と

ん

な

遊

一

明

噛

こ

の

議

会

本

会

議

で

は

る

が

、

今

後

は

各

支

流

と

の

合

流

点

一

E

軍
調
小
川
儀
三
郎
議
員
が
四
牛
の
水
高
監
視
を
行
う
よ
う
計
画
、
ま
一

野一一盛

i

一

時

謹

の

質

問

を

行

い

ま

し

た

。

た

、

飲

料

水

源

で

あ

る

柴

地

区

の

肱

一

一

瞬

品

質

疑

応

答

の

概

要

は

次

川

水

質

に

つ

い

て

は

町

の

直

接

の

水

一

一

瞬

騒

の

通

り

。

質

検

査

の

ほ

か

、

し

尿

処

理

場

「

清

一

流
関
」
で
は
排
水
放
流
先
の
上
、
下
山

一

諸

活

動

強

め

防

流

地

点

で

の

測

定

を

行

い

、

♂

一

か

月

一

ト
し
ケ
定
'
ど

]
C
E」
ご

と

に

報

行

を

受

け

て

い

る

0

・

一

i

多

4
2
1
7
5

と
く
に
赤
潮
対
策
で
は
、
産
業
廃
一

山

肱

川

汚

染

防

止

の

対

策

水

は

規

制

対

策

な

ど

が

進

ん

で

お

り

…

一
小
川
議
員
:
・
肱
川
の
水
質
保
全
対
改
善
の
き
さ
し
が
あ
る
が
、
生
活
排
一

一
策
は
住
民
の
保
健
、
漁
業
振
興
上
な
本
対
策
は
下
水
道
の
整
備
と
終
末
処
…

一
ど
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
水
質
汚
理
場
の
早
期
完
成
が
望
ま
れ
る
の
で
、
一

一
濁
防
止
に
対
し
て
だ
れ
で
も
観
念
肱
川
汚
染
防
止
対
策
委
員
会
と
の
連
一

一
的
に
は
き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
携
を
筏
に
し
て
上
流
市
町
村
に
も
強
一

一

な

い

と

言

う

け

れ

ど

も

、

具

体

的

に

く

要

請

し

て

ゆ

き

た

い

。

一

一
は
そ
の
認
識
は
非
常
に
甘
い
。
こ
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
住
民
の
意
誠
一

一
認
識
を
高
め
て
ゆ
く
た
め
に
町
理
事
の
砕
発
に
は
と
く
に
力
を
入
れ
、
住
一

一
者
は
、
町
民
を
含
め
て
こ
れ
の
勉
強
民
と
一
体
と
な
っ
て
肱
川
の
清
流
の
一

一

会

を

や

っ

て

ゆ

こ

う

と

い

う

考

え

方

確

保

に

努

力

す

る

。

一

一

が

あ

る

か

と

う

か

。

一

一

町

長

勉

強

会

に

つ

い

て

の

こ

意

当

面

は

今

の

組

織

機

一

一
見
基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
c

汚

染

防

能

で

対

処

で

き

る

…

一
止
に
つ
い
て
は
長
浜
町
が
点
案
し
て

一

一

市

十

一

町

村

の

参

加

で

結

成

さ

れ

行

政

モ

ニ

タ

ー

制

の

設

定

-

一
て
い
る
肱
川
汚
染
防
止
対
策
専
門
部
小
川
議
員
・
二
」
の
町
を
愛
し
、
こ
一

司
会
の
活
動
を
強
く
推
進
し
て
ゆ
く
こ
の
町
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
熱
意
の
…

一
と
の
ほ
か
、
当
町
独
自
で
も
現
在
、
あ
る
方
は
行
政
関
係
者
以
外
に
も
大
一

面
白
滝
か
ら
沖
浦
船
だ
ま
り
ま
で
の
間
ぜ
い
あ
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
人
の
…

一
の
五
地
点
の
本
質
調
査
を
行
っ
て
い
意
見
を
吸
い
上
げ
て
や
っ
て
ゆ
く
た
一



マ
昭
和
五
十
二
年
度
各
特
別
会
計
の

決
算
が
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

(
内
容
の
要
点
は
本
紙
五
十
三
年
十
月

号
で
紹
介
済
み
の
た
め
省
略
)

マ
五
十
三
年
第
四
回
臨
時
会
で
請
負

契
約
の
締
結
が
承
認
さ
れ
て
い
た
昭
和

五
十
三
年
度
公
営
住
宅
建
設
工
事
は
、

杭
打
ち
工
事
を
行
っ
た
結
果
一
部
減
額

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
株
式
会
社
・

門
田
組
と
の
五
千
三
百
九
卜
万
円
の
請

負
契
約
額
を
五
千
三
百
十
七
万
二
千
円

に
変
更
し
て
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

…
め
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
る
考
え
て
は
と
う
か
。

一

は

な

い

か

。

町

長

:

・

執

行

機

関

で

取

り

扱

う

議

一

回
町
長
・
行
政
関
係
組
織
の
数
は
極
会
広
報
に
は
む
の
ず
と
紙
面
そ
の
池
…

一
め
て
多
く
、
そ
の
人
員
は
一
千
人
を
の
関
係
で
限
度
が
あ
る
し
、
議
会
独
一

一
越
え
そ
れ
そ
れ
に
専
門
的
な
分
野
を
白
の
も
の
と
は
当
然
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
一

一
担
当
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
違
い
も
出
て
く
る
c

住
民
の
方
々
に
一

一
一
般
総
合
的
な
面
に
つ
い
て
は
灰
長
十
分
知
っ
て
頂
き
た
い
こ
と
は
で
き
一

一
お
よ
び
区
長
会
が
モ
ニ
タ
ー
的
性
格
る
だ
け
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
一

一
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
し
、
と
く
て
い
る
が
、
さ
ら
に
検
討
工
夫
を
重
一

一

に

大

き

な

事

業

や

。

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

ね

る

よ

う

努

力

し

た

い

。

一

一
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
特
別
に
推
進
な
む
、
議
会
独
自
の
広
報
紙
と
い
一

協
力
団
体
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
予
算
な
ど
に
つ
週

一

な

っ

て

お

り

、

当

面

は

こ

れ

ら

の

機

い

て

考

慮

し

た

い

。

一

関

や

団

体

の

運

営

機

能

の

発

揮

で

や

ら

7

一
れ
る
と
考
え
て
い
る
o

タ

イ

ミ

ン

グ

な

ど

考

一

一

虫

ヨ

毛

一

丁

つ

ま

ま

慮

し

実

現

図

り

た

い

一

E

Y

河川
J
J
卜
仁
マ
今
プ
ノ
J

1

パ

ν
開

vs
，t

一

予

算

な

ど

考

慮

名

誉

町

民

称

号

の

制

定

E

ノ
小
川
議
員
・
長
浜
町
に
も
名
リ
守
山
町
由

一

一

議

会

広

報

紙

の

発

行

口

氏

称

号

条

例

を

制

定

し

て

は

と

う

か

。

一

一
小
川
議
員
:
議
会
の
動
き
、
町
攻
町
長
・
:
当
を
得
た
問
題
で
あ
り
主
一

一
の
実
態
を
住
民
に
詳
し
く
知
ら
せ
る
旨
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
制
定
を
す
一

一
こ
と
は
行
政
上
の
大
き
な
責
任
で
あ
る
に
は
性
質
上
タ
イ
ミ
ン
グ
の
考
慮
一

一
る
o

「
広
報
な
が
は
ま
」
の
よ
う
な
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
一

…
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
で
は
十
分
で
な
皆
き
ん
と
も
よ
く
相
談
の
上
実
現
を
一

一
い
の
で
「
議
会
広
報
紙
」
を
発
行
し
凶
り
た
い
c

一

申
告
の
受
付
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
一
書
を
提
出
し
て
い
る
か
た
。

月

十

五

日

ま

で

で

す

。

④

五

十

四

年

度

八

万

の

事

業

税

の

申

告

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た
を
し
て
い
る
か
た
。

は
、
こ
と
し
一
月
一
日
現
在
、
長
浜
町

に
住
所
が
あ
る
か
た
で
、
昭
和
五
十
三
一
一

年
中
(
去
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
一
一
一

十
一
日
ま
で
)
に
所
得
の
あ
っ
た
か
た

で
す
。た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
か
た
は
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
五
十
三
年
中
に
ま
っ
た
く
所
得
が

な
か
っ
た
か
た
。
(
該
当
者
は
申
告
書

に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
捺
印
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
)

②
五
十
三
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得

だ
け
で
、
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
い
る
か
た
。

③
五
十
三
年
八
刀
所
得
税
の
確
定
申
告

か
ら
無
差
別
に
抽
出
し
た
男
性
百
五
卜

五
人
、
女
性
百
四
十
五
人
の
合
計
三
一
白

人
の
成
人
を
対
象
に
行
い
、
調
査
の
結

果
-
一
百
七
十
人
(
九

O
M
m
)
の
か
た
か

ら
伺
答
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
参
考

に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
点
、
知
ら
れ
て

い
な
い
点
な
ど
を
改
善
し
て
、
さ
ら
に

人
権
尊
重
の
町
、
つ
く
り
活
動
に
力
を
入

れ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
こ
れ
ら
に
続
い
て

人
権
に
関
す
る
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

の
作
文
や
書
の
募
集
も
行
い
、
人
権
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

作
文
は
中
学
生
を
、
主
目
は
小
学
生
を

対
象
に
各
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
た
も

の
で
、
そ
の
結
果
作
文
は
二
十
八
点
、

書
は
百
三
十
二
一
点
の
応
募
が
あ
り
、
法

務
告
か
ら
委
嘱
忘
れ
た
審
査
員
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
入
選

者
も
決
ま
り
ま
し

た。(
入
選
者
は
五
ペ

ー
ジ
に
紹
介
)

意
識
調
査
結
果
ま
と
ま
る

法
務
局
か
ら
人
権
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
さ
れ
、
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
や

松
山
地
方
法
務
局
の
協
力
を
受
け
て
人

権
尊
重
の
町
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
い
る

私
た
ち
の
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
人
権

意
識
調
査
の
ほ
か
講
演
会
(
学
校
生
徒

向
け
)
、
人
権
・
法
律
相
談
、
運
動
・

週
間
・
記
念
日
な
と
の

P
R

な
ど
を

行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
人

権
意
識
調
査
の
結
果
は
左
の
表
の
通
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
権
意
識
調
査
は
、
人
権
尊
重

の
思
想
を
高
め
普
及
し
て
ゆ
く
上
の
参

考
と
す
る
た
め
行
っ
た
も
の
で
、
町
内

言問 査 事 項 同 公ロt 日リ の30凶0人存中者 の30恒0j人答中率

矢口っている 139人 46 

「人f雀」とはどうし、うことか知っていますか。 少しは知っている 111 37 

矢口らない 20 7 

あなたの町におられる人権擁護委員の名前 矢口っている 135 45 

を知っていますか。 知らない 135 45 

人権擁護委員は秘密を守り、また、いつでも 知っている 195 65 

相談に応じてくれることを知っていますか。 知らない 75 25 

法務局および支局は、いつでも相談に応じ 生日っている 141 47 

てくれることを知っていますか。 知らない 129 43 

あなたは「人権相談」と言うことを見たり ある 196 65 

聞いたりした事がありますか。 ない 74 25 

我慢する 30 10 

あなたは「人fを」が{受されたと思ったとき 法務議局委または人権す
どうしますか。

擁 員に相談 123 41 
る

そのf也に相談する 117 39 

考える 251 84 
あなたは、日常生活の中でまわりの人の立

考えない 7 2 
士誌を考えま「か。

わからない 12 4 

している 259 86 
あなたは、家挺、職場、となり近所の人た

していない 9 3 
ちとあいさつを進んでしていますか。

する必要がない 2 

訴訟をしよ Z三う日込と思っても費用がない場合-，‘i:に 全日っている 70 23 
法律扶助協愛媛支部が、その費用を で

知らない替えてくれることを知っていますか。 200 67 

マ人権に関する実態調査結果マ

町県民税の申告

3月15自までです

お早めに。お忘れなく

所
得
税
、
事
業
税
、
贈
与
税
の
申
告

も
お
早
め
に
、
お
忘
れ
な
く
。

こ
と
し
も
無
料
縦
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳

3
月

1
日
1
初
日

町
で
は
、
あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な

ど
の
資
料
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」
を

こ
と
し
も
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日

ま
で
の
聞
に
限
り
、
役
場
税
務
課
で
無

料
で
お
見
せ
し
ま
す
。

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
固
定
資
産

に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一一一一一一一おしらせ

← 3 

昭
和
五
十
四
年

度
分
町
田
町
民
税
の
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声…ゴミ収集については

週 I凶、回Iの収集車が町内
を同る方法をとられていま

すが、和、はそれよりもむし

ろ、町内各戸または近所隣

両三車干あるいは手且ごとに小

型焼却炉を軒先に置いて、

家庭内にできたゴミなどの

不用品を焼却することにな

ればたいへん便利で都合が

よいと思いますし、町の車

を走らせる手間や人件費も

省かれー挙両得だと思いま

すので、ぜひ実施に移される

よう望みます。(町住民A)

町の考え・町のコミ(燃

える物)収集車は、ilM2回

決められた場所を回って収集し焼却]場で処

理しています。家庭から出されるこれらの

ゴミの中には、ビンやカン手iliなどのr然えな
い物、残飯など燃えにくい物もたくきん含

まれ、ご指摘のように人件費や士戸の修週費

も非常に多吉Fになっています。
しかし、ご意見の小型焼却炉の設置につ

いては問題が多く、たとえば、人家の密集地

や季節風の強い地区宇の炉の使用は、火災

や矧害の危険性もあり、また、水分を多く

含む残飯などは、小型焼却炉では焼却が不

可能と思われます。

ただし、 UI間部のゴミ未収集地灰や各地
域の集会所などのゴミ処理については、区

長会などからの要望もあって現在検討中です。

なわ、今凶のような声は今後の清掃行政

に卜分活用させて頂き、清潔な町づくりの

指針にきせて頂く考えです。

火
災
や
煙
害
の
お
そ
れ

残
飯
な
ど
は
処
理
不
可
能

小
型
焼
却
炉
の
設
置

必要度の高いことから

案内図面板の設置

声…町内の各部落に、尻在位置と方向、

行き先、居住民の氏名と職業 などをしる

した公知図面があれば、たいへん助かります。

設置方を切望します。(町住民A)

田Tの考えーたいへん望ましいことですが
これの設置には多額の経費が必要だと思い

ます。ご承知のように近年とりわけ厳しい

地方財政上からも町の施策はなお一層、必

要度の高いことから取り組まなければなら

ないという基本的な考え方で進めてゆかな

ければなりませんので、この観点からしま

すと今すぐ設置することは困難です。した

がって今後の検討事項とさせて頂ければと

考えます。

国際児童年のスローガン題齢

ぷ
缶
四
号
、
h
E
R、k
E
S
C
E
闇
習
量
z
q
h
E
号
、
ぽ
固
ま
陸
回
国
会
邑
E

5
世
田
R
b藍
E
R
S官
E
偲
む
睦
言
論
量
言
必
世
E
S
Q世
園
お
む
ば
阻
ま
邑
陣
商
品
量
喜
ぶ
企
画
自
治
、
h
E
E
O官
四
割
そ
E
m
b
A
B
固
ま
藍
E
F
m藍
園
田
。
白
色
園
思
自
主
お
虚
Z

B
邑
固
ま
邑
E

S
虚
血
-
0
0陸
宮
む
世
園
調
ぶ
盛
田
S

盛
田
司
。
日
也
、

今月の声囲盤固四圃

で査f
) • >> 

>>>>>>>>> 

くくくくくくくくくくぐ

今月の

こ
の
欄
は
、
あ
な
た

の
声
に
お
答
え
す
る
、

あ
る
い
は
、
あ
な
た
の

声
を
こ
紹
介
す
る
ペ
ー

ジ
で
す
。
直
接
お
た
ず

ね
が
あ
っ
た
こ
と
、
町

の
中
で
ふ
と
耳
に
ふ
れ

た
あ
な
た
の

H

声
μ

も

ス
ク
ー
プ
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
生
活
を
し

て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
町
の
し
ご
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

不
満
ご
と
、
こ
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
ベ

l
ジ
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
項
き
、

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

声の箱もご活

用ください

時期や位置は未定

広く声聞いて
、、
語

調

声…長浜町役場の位置は、車の通行のひ 言

んぱんな新国道に面して危険であること、 3 
しかも、月三舎は旧日本風で室内も薄暗く老 3 
朽もひどくなっているので、この際思い切 主

って晴海の埋め立て地内の適当な場所を選 言

定して、新様式の明るいモダンなピルを建 ミ
築されたらいかがでしょうか。(田I住民A) 員
町の考え…ご指摘の通り老朽化もひどく、ミ

多くの方々から新築の必要性が望まれてい 3 
ることですが、総合的な町づくりの施策お ミ
よび財政上の事情からも、今のところ建築 主

場所や時期を具体的にお答えできる段階に 5 
至っていません。ごf母えくださしミ O 習

なむ、このような公共建築物の位置は町 さ
全体に重要な関連をもつものですから、広 5 
く町民の皆さんの声も吸収した上で決めて き

ほ

ゆくべきだと考えています。 完

亘
旬、
b 
句、
昔
、園、
b 
旬、、
~ 

司園、
企
司、
b 
司、
E 
句、、
圃色

、園、、
盟、

旬、
邑
司、、
‘ 司、、
‘ 可
¥ 、
弘

司圏、
企
喝、
皇
、圏、、
・h
司、、
血

司、
直
司園、
企
曹、
白
明、、
邑

司、
島
、周

P 

役場新庁舎の建設

内閣総理大臣賞

声・・・役場前通りの両側に

ポプラ、ヤナギ、サクラ、

イチョウなどの樹木を植え

てはどうかと思います。夏

は涼しく冬は暖かく、緑化

により美しい通りができる

と思いますがいかがでしょ

う。(町住民A)
町の考えーご意見の趣旨

には私たちも同感ですが、

こ指摘の道路は国道のため

勝手に植樹などの行為がで

きませんし、道路の構造上

(歩道幅が狭い)からもこれができない現状

です。

したがって、今後は町の総合的計画の中

で緑のマスターフランを立て、樹種の選定

についても十分検討し、町の理想的な緑化

を閃りなカデら、 f主みよい田Iづ、くりを11'わな
ければならないと思っています。

歩
道
幅
狭
く
不
可
能

役
場
前
通
り
へ
の
植
樹
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表
彰
中
小
卒
業

町
内
で
飼
育
管
理
さ

れ
て
い
る
乳
牛
の
改
良

飼
育
状
況
を
競
う
長
浜

町
乳
牛
共
進
会
(
長
浜

町
青
果
農
協
主
催
・
長

浜
町
共
催
)
が
去
る
ト

一
月
八
日
に
柴
地
区
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
参

加
二
十
一
一
ゅ
の
う
ち
か

ら
次
の
方
々
の
乳
牛
が

入
賞
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
賞
は
二
宮
長

浜
町
青
果
農
業
協
同
組

合
長
と
二
宮
長
浜
町
長

か
ら
、
ま
た
、
以
下
各

入
賞
者
は
同
組
合
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
乳
牛

改
良
増
殖
と
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
を

図
り
、
酪
農
経
営
の
向
上
と
生
産
意
欲

を
高
め
る
た
め
に
一
ム
十
二
年
度
か
ら
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
今
凶

上満武さんがGチャンピオン賞
季L牛共進会

彰

は
第
一
一
凶
。

総
合
[
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
}
上
満
武

(山木)開

-h帥(生
後
六
か
月

1
十
四
か
月

の
卜
本
経
産
牛
)

[
優
等
]
渡
辺
利
邦
(
柴
)
{
一
等
]

上
満
武
(
柴
)
{
二
等
}
小
山
口
湖
岩
太
郎

(
比
ホ
)
村
橋
敬
(
穂
積
)
{
三
等
}
山
本

秋
広
(
柴
)
西
川
美
喜
雄
(
上
老
松
)

菊
地
和
夫
(
豊
茂
)

開
に
四
(
生
後
十
五
か
月
[
一
十
七

か
月
の
未
経
産
牛
)

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
町
内
か
ら
た
だ

一
人
応
募
し
た
酪
農

を
常
む
穂
積
の
村
橋

喜
久
子
さ
ん
つ
-
二
)

l
写
真

l
の
記
録
文

「
わ
た
し
の
口
標
・
わ
た
し
の
歩
み
」

が
「
全
国
優
秀
賞
L

に
選
ば
れ
、
去
る

十
一
月
二
十
三
日
に
東
京
毎
日
新
聞
社

で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
平
岡
敏
男
毎
日

新
聞
社
社
長
ら
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

記
録
文
は
、
都
会
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
生
活
か
ら
現
在
の
乳
牛
約
三
十
頭
酪

農
経
常
に
至
る
ま
で
の
約
十
年
間
の
胸

を
打
つ
生
々
し
い
情
熱
と
苦
闘
の
生
き

ざ
ま
が
約
六
千
四
百
字
に
綴
ら
れ
て
、

審
査
員
か
ら
は
「
こ
れ
ほ
ど
胸
を
打
た

金霊
園:品
霊優重
村議:霊
宝貸::f
~隠:'; 'C 

;踏
ん《:;:;

表

土
に
い
と
み
、
土
と
と
も
に
喜
、
ひ
と

悲
し
み
の
歳
月
に
生
き
て
い
る
人
た
ち

の
貴
重
な
生
活
体
験
の
記
録
文
を
募
っ

た
毎
日
新
聞
主
催
の
五
十
三
年
度
「
毎

日
農
業
記

録
賞
」
に

は
、
全
国

か
ら
五
百

六
十
六
点

(
県
内
か

ら
十
九
忠

{
優
等
]
上
満
武
(
柴
)
{
一
等
}

新
勲
(
白
滝
)
{
ニ
等
}
佐
々
木
昭

(
柴
)
菊
地
敏
(
豊
茂
)
{
三
等
]
問

中
亀
雄
(
白
滝
)
後
藤
保
夫
(
戒
川
)

晦
直
団
(
生
後
二
十
八
か
月
以
上
の

経
産
牛
)

{
優
等
]
山
城
敏
幸
(
柴
)
{
一
等
}

上
満
武
(
柴
)
{
ニ
等
]
山
石
井
熊
男

(
柴
)
石
堂
勝
重
(
戒
川
)
{
=
一
等
}

上
野
秋
夫
、
大
西
実
、
久
保
一
(
い
ず

れ
も
白
滝
)

一
方
、
こ
れ
を
大
洲
、
喜
多
地
区
管

内
で
競
う
第
三
凶
大
洲
・
喜
多
地
区
乳

Gチャンピオン牛と上満さん

会世盟
主(森県:
区司 山

干: iさざざき宝宝営 均がヌヌ; 
手吊;;;ゐ;
一ずヲ. μ川川1刷

主JbJi霊

次
の
方
々
は
、
町
が
行
っ
た
「
人
権

に
関
す
る
作
文
・
主
円
」
の
募
集
に
応
募

し
て
人
選
、
去
る
十
二
月
十
日
の
「
人

権
の
日
」
に
長
浜
町
体
育
館
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
の
席
上
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昨
茂

れ
、
感
動
さ
せ
ら
れ
た
も
の
は
な
い
」

「
い
ず
れ
も
イ
フ
シ
銀
の
よ
う
な
実
録

で
、
愛
媛
の
農
業
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の

と
確
信
し
た
L

「
農
業
は
行
き
詰
ま
っ

た
と
言
わ
れ
る
中
で
、
ま
、
だ
ま
だ
日
本

の
農
業
は
大
丈
夫
だ
」
な
ど
の
講
評

を
受
け
ま
し
た
。

本
紙
上
で
も
ぜ
ひ
こ
の
記
録
文
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
文
字
数

の
関
係
で
割
愛
さ
せ
て
項
き
ま
し
た
。

な
お
、
当
町
青
果
農
協
発
行
の
「
農

協
だ
よ
り
一
月
口
可
」
四
ペ
ー
ジ
に
そ
の

あ
ら
ま
し
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

本
紙
で
は
本
号
表
紙
で
村
橋
き
ん
一
家

の
こ
の
道
の
ポ
イ
ン
ト
だ
け
を
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

用
牛
育
成
共
進
会
(
喜
多
地
区
酪
農
経

営
者
協
議
会
牛
群
改
良
検
定
費
主
催
)

は
去
る
十
一
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
、

管
内
か
ら
六
十
七
頭
、
う
ち
町
内
か
ら

は
九
頭
が
参
加
し
次
の
通
り
入
賞
、
入

船
武
夫
喜
多
地
反
酪
由
民
経
営
者
協
議
会

長
ら
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
(
生
後
十
二
か
月
1

十
八
か

月
未
満
の
未
経
産
牛
)

{
二
等
賞
}
上
満
武
(
此
木
)

開
宇
町
四
(
生
後
十
八
か
月
以
上
の
未

経
産
牛
)

{
優
等
賞
}
上
満
武
(
柴
)

「
い
ず
れ
も
中
学
生
。
カ

y

コ
内
J

一
は
学
校
名
・
学
年
の
略
、
た
と
え
↑

一
ば
(
出
・
一
二
)
と
あ
る
の
は
出
海
一

「
中
学
校
一
て
一
年
生
の
意
味
。
」

{
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
会

長
賞
]
古
森
美
治
(
長
・
一
一
己
後
藤
智

恵
(
出
回
一
一
一
)

{
松
山
地
方
法
務
局
長
賞
]
木
川
英

子
(
出
・
二
)
丸
田
恵
子
(
長
・
二

{
各
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
会
長
賞
]

村
本
佳
子
(
出
・
一
一
一
)
上
回
孝
子
(
長

.
一
一
)
{
モ
デ
ル
地
区
町
長
賞
}
仲
尾
は
つ

み
(
長
・
二
一
)
一
二
ツ
野
晴
子
(
山
・
一
二
)

上
回
孝
士
山
、
向
井
淳
子
(
い
ず
れ
も
長

・
一
一
)
山
ド
千
恵
子
、
水
本
政
明
(
い

ず
れ
も
山
・
二
)
徳
山
真
紀
(
長
一
)

{
モ
デ
ル
地
区
教
育
長
賞
}
大
下
千

恵
(
長
・
一
一
一
)
河
村
美
保
、
和
田
薫
、

水
田
理
恵
、
畑
澄
真
子
(
い
ず
れ
も
山
山

-
一
一
一
)
岡
村
和
枝
(
長
・
一
J

)

東
本
伊

津
美
(
長
・
二
)

墨
田
「
い
ず
れ
も
小
学
生
。
前
同
、
た
J

-
と
え
ば
(
大
・
二
一
)
と
あ
る
の
は
一

「
大
和
小
学
校
二
一
年
生
の
意
味
。

L

{
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
会

長
賞
]
中
川
真
美
(
大
・
一
二
)
鈴
木
貴

子
(
大
・
ご

{
松
山
地
方
法
務
局
長
賞
}
渡
辺
干

恵
美
(
大
・
六
)
石
堂
道
幸
(
戒
五
)

{
各
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
会
長
賞
}

寺
沖
弥
生
(
長
-

L

ハ
)
小
西
弘
(
柴
・

{
モ
デ
ル
地
区
町
長
賞
}
上
崎
京
子

(
長
・
六
)
大
野
幹
一
(
白
・
」
ハ
)
井

内
正
志
(
大
・
五
)
河
渡
裕
介
(
出
・

四
)
宮
内
永
一
二
柴
・
同
)
山
中
秀
俊

(
柴
一
-
一
)
中
川
加
奈
子
(
大
・
二
)

{
モ
デ
ル
地
区
教
育
長
賞
}
柴
原
文

子
(
喜
・
六
)
岡
田
紀
子
(
櫛
・
六
)

二
一
ツ
野
陽
子
(
出
園
六
)
平
田
和
枝
(
自

・
六
)
井
内
啓
文
(
長
園
五
)
大
野
剛

(
櫛
・
五
)
渡
辺
慎
二
(
柴
・
五
)
加

納
紀
彦
(
櫛
・
四
)
亀
田
位
一
一
(
旦
一
旦
・

四
)

泉

周
さ
ん

下
須
戒
の
小
泉
周
さ
ん
(
六
-
一
)
は

愛
媛
県

F
に
ιお
い
て
の
婦
人
教
育
に
多

大
な
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
去

る
十
一
一
月
十
日
に
松
山
市
の
愛
媛
県
民

館
で
開
催
さ
れ
た
愛
媛
県
連
合
婦
人
会

発
足
三
十
周
年
記
念
第
二
十
八
回
え
ひ

め
婦
人
大
会
の
席
上
、
白
石
春
樹
愛
媛

県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た。
小
泉
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
大
和
婦
人

会
長
、
長
浜
町
連
合
婦
人
会
長
、
喜
多

郡
連
合
婦
人
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
こ
れ

ら
広
い
範
同
の
婦
人
の
場
で
婦
人
教
育

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

町
農
業
委
員
会

長
浜
町
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
年

金
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
、
こ
の
事
業
の
発
展
に
多

大
な
寄
与
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
努
力
に
対
し
、
去
る
十
一
月
六
日
に

松
山
市
の
自
治
会
館
で
行
わ
れ
た
伝
達

式
の
席
上
、
内
村
良
英
農
業
者
年
金
基

金
理
事
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
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昭和田年2月号一 士一

寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
去
る
十
一
月
一
一
功
。
し
か
し
、
一
一
、
て
一
人
の
患
者
が

V

十
八
日
円
甘
二
時
ご
ろ
の
こ
と
、
入
院
屋
内
お
よ
び
屋
外
に
残
っ
て
い
る
も

v

伊
患
者
七
十
八
人
を
収
容
で
き
る
五
階
ょ
う
、
そ
こ
で
暑
の
レ
ン
シ
ャ

i
部

剛

叩
建
て
の
町
内
唯
一
の
病
院
「

p
h
z
:

隊
が
登
場
、
署
員
ふ
ん
す
る
川

川
村
病
院
L

に

火

災

発

生

円

・

:

領

時

民

忠

者

を

背

負

い

地

上

約

十

五

v

w
-
-
と
は
い
つ
で
も
コ
レ
は
模

?
?
h
H
7

げ
の
高
さ
の
厚
上
か
ら
無
事
岬

4

疑
火
災
訓
練
の
た
め
の
一
ア
キ
品
削
除
一
工
以
出
、
火
も
消
し
止
め
た
…

ゴ
ト

0

4

H

J

C

H

と
す
る
想
定
通
り
の
訓
練
を

w

h
i
-
-一
階
の
調
理
室
か

J
建

一

む

完

遂

し

た

。

岬

ら

出

火

、

た

だ

ち

に

病

院

職

缶

罫

仰

大

洲

広

域

消

防

事

務

組

合

川

市

員

か

ら

消

防

署

に

通

報

が

行

定

説

守

の

消

防

長

は

「

病

院

の

職

員

"

…

わ

れ

、

署

員

、

お

よ

び

長

話

連

お

わ

よ

び

同

員

、

署

員

の

機

敏

仰

炉
浜
八
万
回
第
五
部
団
員
が
》
F

伝

説

替

な

行

動

で

、

訓

練

は

む

お

む

叫

叩
二
台
の
消
防
車
と
紋
急
/
人
伊
F

F

|

ね
成
功
」
と
評
価
。

川
車
を
出
動
さ
せ
て
現
場
に
急

J
b
h
u

の

空

気

の

異

状

乾

燥

、

突

風

…

ト
行
た
だ
ち
に
消
火
お
よ
び
救

L
2
較
の
日
夕
タ
ノ
¥
春
も
ま
た
火
災
多
巾

岬

助

活

動

を

開

始

、

す

で

に

病

匂

色

発

の

ン

l
ズ
ン
。
火
災
を
起
叫

叫
院
側
で
も
適
切
な
対
応
が
な

A

す
y

こ
さ
な
い
よ
う
、
遭
わ
な
い

刊
さ
れ
て
い
て
、
階
上
か
ら
は

C

(
〈

ょ

う

く

れ

ぐ

れ

も

こ

注

意

あ

"

附
救
命
袋
が
降
ろ
さ
れ
、
入
院
患
者
(
職
れ
/

巾
員
が
代
行
)
ら
も
次
々
と
避
難
に
成

一三ιkow--M7条
一
マ
議
畿

3
2
3援護
311一
麗
醸
醗
欝
欝
滋
襲
撃

長いが品川町一
4
1
4

一
家
川
議
じ
る
襲
撃
よ
f14J
鱒
欝
欝
欝
欝
饗
欝
加

↑日
7
h
m
抑

制

へ

J
h
j
x

総
務
遂
川
一
点
以
酷
む
f

一百一炉心
vzdwrvfth

ト
一
一
綿
織
線
機
関
灘
緩
燃
機
綴
畿
銭
綴
綴
参

ωふんぷ一ふれがや

J
R薄
一
遺
伝
品
川
一
紘
一
一
一
一
口
一
一
~
韓
欝
議
麟
欝
議
出

…亡ぶ京二伝子人一一一一二欝欝ペいペい翻ら叫

人刊一一切

??YJ灘
my縁
仏
、
淳
一
f
v

い
一
?
一
J
V
J
J
T

…

欝

譲

輔

襲

撃

二

が

J

U
J
2
1
γ
J
v
b

検
討
一
ム
十
九
騒
騒
?
一
日
脱
会
主
協
鴻
繍
樹
齢
サ
礼
町
総
麟
輔
繍
鞠
欝
麟
麟
麟
鱒
轍
麟
ヤ
な
叶

い
ぜ
い
浮
ι

……灘

1之
議
議
磯

L
W麟
欝
麟
轄
鐘
欝
ジ
さ
附

総:九J議ご:V11;:;iiιι主払b
日三三寸

Z止三禁九、〉日中ダ
y
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識
麟
欝
鱒
鱒
欝
鰯
轄

7/番
岬

rfγ仁しふ一r配Wぶぶん川山以以U川ww山WW日日い羊必内鱗欝轍
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T

誠縦

i
去之蜘

1
!
!
J

山

;1
日

i1
重

!
4
!
?
5

I広報なが‘はま医.... 置塵

調
盟
国
貫
道
山

2
昂
圏
圏

プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
切
り

替

え

受

け

付

け

中

公
社
電
話
の
長
浜
二
局
管
内
の
電
話

機
は
二
月
一
日
か
ら
「
0
7
4ノ
シ
ュ
ホ
ン
」

wz /一、， /戸~

白大長戒イ主
訂11
滝市:兵川所

松{中田囚堀山氏
本井滋11決IJ 井本
ひ名
と
み強

/"ー""" /~ ~ヘ\

松長自大二上
山 洲間老
市浜 j竜市町松

矢
原
白
石
泉

由

貴

志

大
久
保
節
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

婚
姻
届
時
年
齢

正貞
子贋

~~ 

一

敦
三
戸
]

」

J

R
リ叩小

(
一
一
六
)

(
二
瓦
)

定
博
玲
子

(
二
九
)

(
一
一
五
)

(
三
一

O
)

(
二
九
)

ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

海

安

藤

守

-

一

女

禎

子

へ
の
切
り
替
え
が
可
能
と
な
り
、
現
在

申
し
込
み
受
け
付
け
中
。

ダ
イ
ヤ
ル
の
代
わ
り
に
数
字
の
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
。
よ
り
早
く
つ
な
が
り
ま

す
。
ご
希
望
の
万
、
く
わ
し
く
は
②

0

0
0
0番
・
伊
予
長
浜
電
報
電
話
局
へ
。

今月のトソプは

山本強 ひとみさんのカ yプル

長

浜

A
7

坊

長

浜

長

浜

戒

川

ム
ザ
品
開

豊

茂
長

浜柴
白

滝

下
須
戒

長

女

香

織

長

男

大

作

長

女

久

美

二

次

典

子

長
交
美
由
紀

長
男
潤
一
郎

二

男

久

長

男

茂

二

男

真

也

長
女
美
知
花

一
一
男
大
介

西恩徳青兼吉矢高加谷松
田地山里子高田野田藤上本

i患富 手日直武 久信博
孝明推凱宏人範彰司行志

お
く
や
み

刊
は
月
届
出
分
(
敬
称
川
町
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

下

須

戒

矢

野

由

子

(

七

ご

長

浜

松

石

義

雄

(

し

一

ハ

六

)

長

浜

二

毛

豊

一

(

七

六

)

柴

清

水

寛

一

郎

(

八

九

)

出

海

高

橋

シ

ュ

ン

(

八

O
)

長

浜

新

田

サ

ト

ミ

二

日

ハ

)

長

浜

浅

田

五

郎

三

(

六

六

)

長

浜

安

藤

キ

ミ

ヱ

(

六

八

)

下

須

戒

中

川

ツ

ヤ

コ

(

五

四

)

下

須

戒

藤

田

虞

子

(

二

四

)

編

集

後

言己

本
号
の
編
集
作
業
は
多
忙
な
年
末
年

始
の
時
期
と
な
る
た
め
、
例
年
の
通
り

六
ペ
ー
ジ
と
さ
せ
て
項
き
ま
し
た
。

表
紙
「
こ
の
道
L

は
久
方
ぶ
り
の
ご

紹
介
。
厳
し
い
生
活
環
境
を
克
服
し
て

酪
農
経
営
ひ
と
す
じ
に
生
き
る
若
い
ご

夫
妻
で
飾
ら
せ
て
項
き
ま
し
た
。

「
今
月
の
声
L

は
思
い
の
ほ
か
(
同

一
の
か
た
か
ら
と
忠
わ
れ
る
)
建
設
的

な
投
書
が
多
か
っ
た
た
め
、
い
つ
も
よ

り
ス
ベ
ス
を
広
げ
て
、
お
も
な
も
の

を
回
答
を
添
え
て
紹
介
。

「
表
彰
」
は
、
編
集
タ
イ
ミ
ン
グ
の

関
係
で
十
一
月
ご
ろ
の
も
の
が
中
心
で

や
や
新
鮮
味
に
は
欠
け
ま
し
た
が
ご
了

承
く
だ
き
い
c

と
も
か
く
二
月
は
寒
さ
の
厳
し
い
こ

と
が
一
番
の
持
徴
の
よ
う
で
、
風
物
も

人
の
動
き
も
す
っ
か
り
と
じ
こ
も
っ
て

い
る
よ
う
に
、
紙
面
も
つ
い
同
調
つ

地
味
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
。
ホ
ン
モ
ノ
の
芽
を
ふ
く

春
は
目
の
前
。
早
〈
カ
ラ
を
脱
い
で
思

い
き
り
手
足
を
伸
ば
し
た
い
で
す
不
。

数

楽しく住みよい町、豊かで、働きがしミのある田I

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

暦の上ではもう春なのに、長浜?

嵐は吹き荒れている。だが草木は : 

この嵐に耐えて美しい芽をはぐく i 

んでいる。自然の節理に目を見は

るA町長は年頭の訓辞で「心に新雪

しさを自らが求め、困難に打ち克

(か)って進もう」と述べられたが、 Z
:[0、互いはスムースに実行し昨日よ三

り今日、今日より明日へと希望に

満ちた日々を送っているだろうか。ー

他人の進歩と比較するよりも、白 ; 

己の進歩を日々かみしめて生活ず

る二とに意義がある。よく三日坊で

主などと言われるが、そろそろそ

のきざしが出はじめたのではないさ

だろうかA今の世相をじっと考え

ると、 fどもも大人も厳しさに欠ー
げている。長浜嵐に育てられた町

以には、どこか「びりつ」とした?

ものがあっていいのではなかろう ; 

か。戦後降ってわいたような民主主

主義に日本の良さが失われ、高度三

経済成長は心より物ヘ走らせ、心

の豊かさや凶難に打ち克つことを

忘れさせた。とくに日本国を愛し、三

日本人としとの自覚や誇りを持つ三

ているのだろうかと思うA外国 P

は自動車にも国旗プレートが付しミ i
ていて、国民の自覚、高揚を図っ j

ているという。 昭和41年に制定さー

れた建国記念日を迎える私たち日

本国民は、今一度日本の歴史に立

脚し、日本民族の良さを発揮し、 ミ
厳しさを求め、ひとり一人が主体 Z
的に受けとめ、世界をリードずる i
)Jを備えたいものである。

帯世自人

1月1日現在 前月との比較

13，271A 4人減
人口 (男 6W¥) (if思)I 女 6，932人

世帯数 3，900世帯 5世帯減

幡?


